2012年度第10回全国大会研究発表の募集

第10回全国大会は、高等学校中国語教育研究会との合同大会として、

2012年６月２日（土）、３日（日）に神田外語大学（千葉県千葉市）にて開催します。

以下の要領により研究発表を募集しますので、奮ってご応募ください。

1. 応募資格

・応募者は、応募時点で2011年度までの会費を納入済みの中国語教育学会会員または高等学校中国語教育研究会会員に限る。共同発表の場合は筆頭者を決めること。筆頭者はどちらかの会の会員に限る。

2. 発表内容

・発表内容は未発表のもので、広く中国語教育に関わるものであること。

下記のテーマで分科会を構成しますので、テーマに沿った研究発表を募集いたします。なお、応募者多数の場合は、大会準備委員会で選考を行いますのでご期待に沿えないこともあります。また、各分科会内で発表内容に関連性を持たせ、議論を活発にするために、大会準備委員会が特別に依頼をした会員が報告を行うこともあります。あらかじめご承知おきください。

（応募の際は、どのテーマでの応募かを記号で明示してください。複数のテーマに属することを強調したい場合は、複数の記号を選んでいただいてもけっこうです）
A) コミュニカティブな到達目標を設定・共有し、そこから中国語の授業を設計するアプローチの実践
B) 学習者同士の連携／他教科との連携／学校外との連携による中国語学習の実践
C) ICTリテラシーの習得、より高度な思考(critical thinking)の訓練を行う学習要素を含む中国語教育の実践
D) 自発的な「異文化への気づき・異文化との対比・異文化の考察」を促す活動を組み入れた中国語教育、異文化間の調整を行うことが必要な活動を組み入れた中国語教育の実践
E) 自律的な学習者を養成する過程を学習要素に含む中国語教育の実践

F) 中国語の音声・表記などの領域における基礎的研究
G) 中国語の語彙・文法などの領域における基礎的研究
H) 中国語の語用論・談話分析などの領域における基礎的研究
I) 学習者の動機付け、学習者要因、学習方略などの理論的／実証的研究
J) 中国語の習得過程、学習者の誤用の分析や中間言語の理論的／実証的研究
K) 学習者の能力の評価・測定に関する理論的／実証的研究
L) さまざまな教授理論・アプローチによる実践の報告
M) 言語政策、言語教育政策に関する研究
N) その他
＜各テーマの説明と募集の趣旨＞

A) 学習効果をあげるためには目標が必要である。その目標も教師と学習者が共有できるものが望ましい。昨今、「〜ができる」という能力記述文（コミュニケーションを行う能力が記述されることが多い）で設定された目標に向けて、評価方法を定め、授業を設計していくアプローチが多く試みられるようになっている。そのような実践の報告（どのような目標を設定したか、どのような評価方法を取り入れたか、それらをどのように学習者と共有したか、そして、その目標からどのように授業を設計していったか）を募集する。

B) 教室内あるいは教室外における学習者同士による恊働的学習、他教科や他の授業の内容と連動した中国語学習、学校の外（の個人や機関）の協力を得て行う中国語学習などの実践の報告を募集する。

C) ICTの発展により、情報の収集・発信の方法は大きく変化した。しかし、同時に、さまざまな問題——デジタルディバイド（情報機器を利用できる環境の如何がアクセスできる情報の量と質を左右すること）、安易に得られる情報の質が玉石混淆であること、個人情報保護などのセキュリティーの確保の困難さ——も噴出している。21世紀は、これまで以上に、ICTをよりよく利用するためのリテラシーが必要な時代であるといえよう。また、現代人には、ICTの発展によって洪水のようにもたらされる大量の情報に対し、自分の知識と思考を頼りに、そのふるい分けを行う能力、そしてその情報に基づき、自分で何かを決定する能力も要求されている。外国語の学習においても、ICTの利用、情報のふるいわけ、選択肢の中からの決定といった問題は密接に関わりをもつ。中国語学習の中で、ICTリテラシーを身につけるような学習要素、あるいは、高度な思考／批判的思考（critical thinking）を行う能力を養成する学習要素を含む中国語学習の実践報告を募集する。

D) 外国語の学習と、その言語が使用されている地域・集団の文化に対する理解は密接な関わりをもつ。また、異文化との接触・理解は、自文化の再確認という効果ももたらす。ただ、その異文化への理解も、知識として一方的に教授されるものよりも、学習者が自分で異文化の文化的産物を見いだし、自文化の産物との対比をし、その異同について自分で考察を行うことによって得られた理解のほうがより有益である（これは、上述の高度な思考／批判的思考とも関係する）。さらに、異文化との摩擦あるいは衝突などが生じたとき、それを調整できる能力も現代人には求められている。外国語学習という過程は、この能力を養うのに非常に適した場であるといえよう。上述の自発的な「気づき・対比・考察」、異文化調整能力の訓練などの学習要素を含む中国語学習の実践報告を募集する。

E) 「与えられて行う学習(instructed learning)」の限界が指摘されて久しい。また、自律的に学習目標を設定し、学習計画を立て、自分が何を得たかを振り返る学習方略を使いこなせる学習者は、外国語学習に成功しやすいことも指摘されて久しい。中国語の学習の中に、上述のような「自律的学習者」になるための訓練を学習要素として組み入れた実践の報告を募集する。

F) 言語そのものに対する基礎的研究は、その言語の教育を発展させるために欠くことはできない。この観点から、現代中国語の音声・音韻、音声と表記との関係などの領域における研究を募集する。当該分野における社会言語学的な視点からの研究も含む。中国語教育への寄与を明確に示すことができる研究が望ましい。

G) 言語そのものに対する基礎的研究は、その言語の教育を発展させるために欠くことはできない。この観点から、現代中国語の語彙の体系や変化、語構成や統語構造の分析、意味構造の分析などの領域における研究を募集する。当該分野における社会言語学的な視点からの研究も含む。中国語教育への寄与を明確に示すことができる研究が望ましい。

H) コミュニケーション能力の育成を重視した言語教育には、言語が実際にどのように用いられるかという知見が欠かせない。この観点から、現代中国語の語用論（例: スタイルの切り替え、ポライトネス・ストラテジー、言語における性差のなどの研究）・談話や会話の構造の分析などの領域における研究を募集する。中国語教育への寄与を明確に示すことができる研究が望ましい。

I) 学習者のどのような動機が学習の効果にどのような影響を与えるか、学習者の動機付けはどのようにして高められるのか、学習者のもつさまざまな要因が学習の効果にどのような影響を与えるのか、学習者はどのような学習方略を用いるのか、どのような学習方略の使用が効果的なのか、などに関する理論的／実証的研究を募集する。

J) 中国語の音声・語彙・文法などの習得過程に関する調査や分析、学習者の誤用の構造に関する調査や分析、学習者の産出する中間言語の構造に関する理論的・実証的研究を募集する。

K) 中国語学習者のどのような能力をどう評価するか、特定の技能の能力を測定するにはどのような方法が望ましいかなど、評価・測定に関する理論的／実証的研究を募集する。

L) これまでに、言語教育の分野では、さまざまな教授理論・アプローチが提唱されてきた。これらを中国語教育に応用した実践報告、また、そこから得られた成果や明らかになった問題点などに関する報告を募集する。

M) 中国語が使用されている地域の言語政策および言語教育政策が、中国語教育にどのように影響するか、また、日本の外国語教育に関する政策が、中国語教育にどのように影響するかなどに関する研究を募集する。

★この募集要項のテーマの数は、分科会の数・分類に対応するものではありません。応募数によって、まとめて１つの分科会を設定することもありえます。
3. 応募要領

・所定の様式（「発表者原簿」及び「発表要旨」）をからダウンロードし、記入して提出。

・「発表要旨」（2ページ目）は、1行目にタイトルとテーマ分類記号、2行目に氏名、所属を書き、3行目「発表要旨：」の次の行から横書き1000字以内で日本語または中国語による要旨を書く。

4. 書類提出先

(1)メールの場合：

件名を「第10回全国大会発表応募」として、準備会メールアドレス（godo2012kanda@gmail.com）宛に添付ファイルで送信してください。

(2)郵送の場合：以下の宛先に郵送してください。

〒261-0014 千葉県千葉市美浜区若葉１－４－１

神田外語大学アジア言語学科中国語専攻　植村麻紀子研究室内

「中国語教育学会10周年・高等学校中国語教育研究会30周年記念合同大会（中国語教育学会第10回全国大会）」準備会宛

5. 締切

2012年３月９日(金)必着。

※採否の結果は2012年3月中に応募者全員に通知し、ホームページにも掲載します。

